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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月20日(2017.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組合せ免疫療法用組成物であって、
　ａ）酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物であって、
　ｉ）酵母媒体と、
　ｉｉ）前記酵母媒体により発現された融合タンパク質と、を含み、
　前記融合タンパク質は、配列番号２５を基準にして以下の位置：１８４，２３２，２３
３，２４０，２４１，２４２，４８３，４９７，５３５，５３６および５５１においての
２、３、４、５、６、７、８、９、１０、または１１個のアミノ酸置換によって野生型Ｍ
ＵＣ１タンパク質のアミノ酸配列と異なるアミノ酸配列を有するＭＵＣ１アゴニスト抗原
を含み、該ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、配列番号２５の配列に少なくとも８５％の同一性
を有するか、配列番号２５の９２～５６６位の配列に少なくとも９５％の同一性を有する
アミノ酸配列を含む、前記酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物と、
　ｂ）癌抗原をコードする組換えウイルスベクターを含むウイルスベースの免疫療法用組
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成物と、
　を含む、組合せ免疫療法用組成物。
【請求項２】
　前記アミノ酸置換は、配列番号２５を基準にしてＴ１８４Ｌ、Ａ２３２Ｙ、Ｐ２３３Ｌ
、Ｇ２４０Ｖ、Ｓ２４１Ｙ、Ｔ２４２Ｌ、Ａ４８３Ｙ、Ｃ４９７Ｖ、Ｔ５３５Ｌ、Ｄ５３
６Ｆ、およびＳ５５１Ｙから選択されたものである、請求項１に記載の組合せ免疫療法用
組成物。
【請求項３】
　前記ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、配列番号２５の配列に対して少なくとも８５％の同一
性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項４】
　前記ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、配列番号２５の配列に対して、または配列番号２５の
９２～５６６位の配列に対して、少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、または９
９％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項５】
　前記ＭＵＣ１抗原は、配列番号２５の９２～５６６位の配列に対して、少なくとも９５
％の同一性を有するアミノ酸配列を有する、請求項１に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項６】
　前記ＭＵＣ１抗原は、配列番号２５の９２～５６６位のアミノ酸配列からなる、請求項
１に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項７】
　前記ＭＵＣ１アゴニスト抗原は、配列番号２５のアミノ酸配列を含む、請求項１に記載
の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項８】
　組合せ免疫療法用組成物であって、
　ａ）酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物であって、
　ｉ）酵母媒体と、
　ｉｉ）前記酵母媒体により発現されたかつ少なくとも１つのＭＵＣ１抗原を含む融合タ
ンパク質と、を含み、
　前記ＭＵＣ１抗原は、Ｎ末端からＣ末端の方向に順に、ＭＵＣ１　ＳＥＡ／細胞外ドメ
イン（ＥＤ）、少なくとも２つの可変数タンデムリピート（ＶＮＴＲ）ドメイン、ＭＵＣ
１膜貫通（ＴＭ）ドメイン、およびＭＵＣ１細胞質内ドメイン（ＣＤ）で構成され、
　前記ＭＵＣ１　ＳＥＡ／ＥＤドメインは、ＭＵＣ１　ＳＥＡドメインの非ＥＤ部分の１
つまたは複数のアミノ酸によりＮ末端がフランキングされたＭＵＣ１　ＥＤを含む、前記
酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物と、
　ｂ）癌抗原をコードする組換えウイルスベクターを含むウイルスベースの免疫療法用組
成物と、
　を含む、組合せ免疫療法用組成物。
【請求項９】
　前記酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物の前記融合タンパク質が、配列番号１５または配
列番号１４の配列に対して少なくとも９５％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求
項８に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項１０】
　前記酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物の前記融合タンパク質が、配列番号２３の配列に
対して少なくとも９５％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項８に記載の組合せ
免疫療法用組成物。
【請求項１１】
　組合せ免疫療法用組成物であって、
　ａ）酵母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物であって、
　ｉ）酵母媒体と、
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　ｉｉ）前記酵母媒体により発現されたかつ少なくとも１つのＭＵＣ１抗原を含む融合タ
ンパク質と、を含み、
　前記ＭＵＣ１抗原は２つ以上のＭＵＣ１細胞質ドメイン（ＣＤ）で構成される、前記酵
母－ＭＵＣ１免疫療法用組成物と、
　ｂ）癌抗原をコードする組換えウイルスベクターを含むウイルスベースの免疫療法用組
成物と、
　を含む、組合せ免疫療法用組成物。
【請求項１２】
　前記ＭＵＣ１抗原が、配列番号１８または配列番号１７の配列に対して少なくとも９５
％の同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１１に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項１３】
　前記酵母媒体は酵母菌体である、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組合せ免疫療
法用組成物。
【請求項１４】
　前記酵母媒体が熱不活性化されている、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組合せ
免疫療法用組成物。
【請求項１５】
　前記酵母媒体がサッカロマイセス・セレビシアエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅ
ｒｅｖｉｓｉａｅ）に由来する、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組合せ免疫療法
用組成物。
【請求項１６】
　癌治療に使用するための、請求項１～１５のいずれか一項に記載の組合せ免疫療法用組
成物。
【請求項１７】
　癌を有する個体における癌の転移進行の低減、停止、逆転、または予防に使用するため
の、請求項１～１５のいずれか一項に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項１８】
　ＭＵＣ１発現癌の発症の予防または遅延に使用するための、請求項１～１５のいずれか
一項に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項１９】
　癌治療用の少なくとも１つの追加の免疫療法用組成物と組み合わせて使用するための、
請求項１～１５のいずれか一項に記載の組合せ免疫療法用組成物であって、
　前記追加の免疫療法用組成物は、酵母媒体とＭＵＣ１抗原でない抗原とを含む、組合せ
免疫療法用組成物。
【請求項２０】
　前記ウイルスベースの免疫療法用組成物が、１つまたは複数の免疫変調化合物をコード
する１つまたは複数の核酸配列を含む少なくとも１つのウイルスベクターをさらに含む、
請求項１～１５のいずれか一項に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数の免疫変調化合物をコードする遺伝子および前記癌抗原をコードす
る遺伝子が、同一のウイルスベクター内に挿入されている、請求項２０に記載の組合せ免
疫療法用組成物。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数の免疫変調化合物が、防御免疫反応を刺激可能である、請求項２０
に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数の免疫変調化合物が、有害免疫反応を抑制可能である、請求項２０
に記載の組合せ免疫療法用組成物。
【請求項２４】
　前記免疫変調化合物が、サイトカイン、ケモカイン、ホルモン、脂質誘導体、ペプチド
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、タンパク質、ポリサッカリド、小分子薬剤、抗体およびその抗原結合フラグメント、抗
サイトカイン抗体、抗サイトカイン受容体抗体、抗ケモカイン抗体、ビタミン、ポリヌク
レオチド、核酸結合部分、アプタマー、並びに増殖変調剤からなる群から選択される、請
求項２０に記載の組合せ免疫療法用組成物。
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